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NEDO「次世代素材等レーザー加工技術開発プロジェクト」において、炭素繊維強化複合材料

等を加工することを目的とした大出力パルスレーザーが開発されている。本プロジェクト内で

我々は、常温で高い増幅特性が期待できる Nd:YAG を用いた半導体レーザー（LD）励起 kW級固

体レーザー増幅器の開発を進めている。半導体励起大出力レーザー開発では、高効率化を実現す

るため、レーザー媒質を強励起するが、強励起に伴う熱の影響に起因する波面歪や熱複屈折等に

よる出力の低下とビーム特性の劣化が懸念される。そこで我々は、薄ディスク Nd:YAG を undoped 

YAGに貼り付け、レーザー媒質を直接冷却できるコンポジットセラミクス増幅システムを提案し

ている。 

現在、コンポジットセラミクス薄ディスクを試験的に作製し、増幅ビームの波面歪と熱複屈折

を評価している。構成は、LD（最大 1kW）を 2方向から対向励起するものである。対向励起の場

合、LD の破損原因になることが懸念されるため、LD の光軸は、種光の光軸から互いに数度傾け

ている（図 1）。また、LD1台と LD2台対向した場合に分け、光軸の傾きを考慮した波面歪と熱複

屈折を評価した。詳細は、講

演に譲る。 

本研究の一部は NEDO「次

世代素材等レーザー加工技術

開発プロジェクト 次世代レ

ーザー加工技術の開発」委託

により行われた。 

 

図 1．試作機の LD 対向励起の構成図 

（下図．LD2 台対向の光軸を種光から数度傾けた場合） 
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